
　　
　

県
政
世
論
調
査
に
お
け
る
県
政
へ

の
要
望
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
図

り
、
総
合
計
画
案
を
策
定
し
た
の
か
。

　
　

総
合
計
画
案
の
策
定
に
は
、
世
論

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、
重
点
的
に
取
り

組
む
政
策
・
施
策
を
体
系
的
に
整
理
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
「
高
齢
者
福
祉
の
充

実
」
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
」

「
災
害
対
策
」
な
ど
に
係
る
施
策
は
、

基
本
目
標
で
あ
る
「
安
全
で
豊
か
な
く

ら
し
の
実
現
」
の
中
に
、
ま
た
、
「
子

ど
も
の
育
成
支
援
の
充
実
」
に
係
る
施

策
は
、
「
千
葉
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

の
育
成
」
の
中
に
位
置
付
け
た
。
「
商

工
業
の
振
興
と
中
小
企
業
へ
の
支
援
」

「
観
光
振
興
」
な
ど
に
係
る
施
策
は
、

「
経
済
活
性
化
と
交
流
基
盤
の
整
備
」

の
中
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
　

「
く
ら
し
満
足
度
日
本
一
」
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
三
年
間

の
実
施
計
画
の
中
で
何
を
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

県
民
の
皆
様
が
、
日
本
で
一
番
暮

ら
し
や
す
い
と
感
じ
、
「
千
葉
で
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
」
「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
「
働
け
て
よ
か
っ
た
」
と
誇
り
に

思
え
る
千
葉
県
を
実
現
し
て
い
く
。
特

に
、
「
子
育
て
を
支
え
る
環
境
の
充

実
」
や
、
「
社
会
の
中
で
個
性
が
輝
く

『
人
間
力
』
の
醸
成
」
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
係
る
施
策
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
「
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
「
光
り
輝
く
千
葉

の
魅
力
発
信
」
「
千
葉
の
飛
躍
拠
点
で

あ
る
成
田
国
際
空
港
の
機
能
拡
充
」

「
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
よ
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
開
花
」
な
ど
の
施
策
に
つ

い
て
も
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

知
事
は
、
今
後
、
一
刻
も
早
く
県

民
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
、
職
員
の
先
頭

に
立
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
く
責
任
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
の
決
意
は
ど
う
か
。

　
　

「
森
田
県
政
で
は
、
決
し
て
許
さ

な
い
し
、
決
し
て
や
ら
せ
な
い
」
と
の

強
い
信
念
で
、
再
発
防
止
に
向
け
た
職

員
の
意
識
改
革
や
内
部
牽
制
の
強
化
に

取
り
組
み
、
実
行
し
て
き
た
。
今
後
も
、

再
発
防
止
策
を
着
実
に
実
施
し
、
県
民

の
皆
様
の
信
頼
を
一
日
も
早
く
回
復
さ

せ
た
い
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
前
向
き
な
県
政
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
医
師

確
保
対
策
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

ま
た
今
後
、
ど
の
よ
う
に
医
師
確
保

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
研
修
医
等

へ
の
奨
学
金
制
度
や
県
外
か
ら
医
師
を

招
へ
い
す
る
市
町
村
へ
の
補
助
制
度
を

実
施
し
、
今
年
度
ま
で
に
奨
学
金
で
十

八
名
、
補
助
制
度
で
八
名
の
医
師
が
、

県
内
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
医
学
生
向
け
奨
学
金
の
千
葉
大
学

の
学
生
十
名
分
の
貸
付
を
開
始
し
た
。

　

今
後
は
、
研
修
医
の
奨
学
金
及
び
市

町
村
へ
の
補
助
制
度
の
実
施
期
間
を
延

長
し
、
大
学
院
生
対
象
の
奨
学
金
制
度

の
創
設
や
医
学
生
へ
の
奨
学
金
貸
付
枠

の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
育
児
中
の
女

性
医
師
等
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
医
療
機
関
へ
の
支
援

を
行
う
。

　
　

重
症
心
身
障
害
者
と
そ
の
家
族
が
、

安
心
し
て
豊
か
に
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

本
県
で
は
、
重
症
心
身
障
害
者
施

設
の
整
備
と
充
実
を
重
要
な
課
題
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
東

葛
飾
地
域
に
お
け
る
重
症
心
身
障
害
児

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算

案
に
、
重
症
心
身
障
害
者
が
短
期
入
所

で
き
る
施
設
の
確
保
や
、
重
症
心
身
障

害
者
通
園
事
業
の
増
設
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
。

　
　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
資
金
繰
り
の
円
滑
化
が
重

要
で
あ
る
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
の
か
。

　
　

金
融
機
関
、
商
工
関
係
団
体
等
に
、

県
制
度
融
資
の
活
用
や
、
中
小
企
業
へ

の
適
切
か
つ
円
滑
な
資
金
供
給
に
努
め

る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二

十
二
年
度
当
初
予
算
で
は
、
過
去
最
高

の
四
千
八
百
億
円
の
融
資
枠
を
確
保
し

た
。

　

ま
た
、
県
制
度
融
資
の
返
済
期
限
の

延
長
や
借
り
換
え
制
限
の
緩
和
措
置
に

つ
い
て
、
検
討
を
し
て
い
る
。

　
　

新
卒
未
就
業
者
と
な
っ
た
若
者
の

就
職
支
援
の
一
環
と
し
て
、
採
用
に
お

い
て
来
春
卒
業
す
る
新
卒
者
と
同
等
に

取
り
扱
う
よ
う
に
県
内
企
業
に
働
き
か

け
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
雇
用
創
出
の
た
め
の
基
金
事

業
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　

新
規
卒
業
予
定
者
及
び
若
年
者
の

採
用
拡
大
に
つ
い
て
、
県
内
一
万
三
千

企
業
に
要
請
を
し
た
。
ま
た
、
県
内
企

業
経
営
者
が
参
加
す
る
県
と
の
意
見
交

換
会
や
懇
談
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
と
ら
え
、
若
年
層
の
採
用
を
働
き

か
け
て
い
く
。

　

県
と
し
て
は
、
新
卒
未
就
業
者
に
対

し
、
基
金
事
業
に
追
加
し
た
「
地
域
人

材
育
成
事
業
」
を
活
用
し
た
事
業
の
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

今
回
の
民
事
再
生
申
し
立
て
に
至

っ
た
経
緯
及
び
再
建
の
見
込
み
に
つ
い

て
知
事
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ス
ポ
ン
サ

ー
が
選
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　

県
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
、

経
営
健
全
化
を
促
し
て
き
た
が
、
同
社

よ
り
第
三
次
経
営
改
善
計
画
が
、
平
成

二
十
一
年
六
月
に
提
示
さ
れ
、
県
は
そ

の
内
容
の
再
考
を
求
め
た
。
そ
の
後
、

同
社
で
最
終
的
に
民
事
再
生
手
続
き
の

申
立
て
を
決
め
た
。
今
後
、
裁
判
所
の

関
与
の
下
、
民
間
の
発
想
と
経
営
力
を

備
え
た
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

入
札
形
式
で
選
定
す
る
と
の
説
明
を
受

け
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
選
定
に
関

与
し
、
パ
ー
ク
の
中
核
的
機
能
の
充
実

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
、
六
月
上
旬
を

目
途
に
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
決
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
に
、

多
額
の
県
税
を
投
入
し
て
い
る
千
葉
県

と
し
て
、
こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
活

性
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料
金
値
下

げ
や
、
圏
央
道
の
整
備
に
よ
り
交
通
ア

ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
か
ず
さ

ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
大
い
に
発
揮
で
き
る
好
機
を
迎
え
た
。

今
後
、
高
い
技
術
開
発
力
を
持
つ
企
業

や
研
究
所
の
誘
致
を
進
め
、
広
域
的
な

交
流
拠
点
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

平
成
二
十
年
度
の
農
業
算
出
額
が

全
国
第
二
位
か
ら
三
位
に
な
っ
た
要
因

を
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

新
た
な
総
合
計
画
で
は
第
二
位
奪
還
に

向
け
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
　

本
県
が
茨
城
県
に
次
ぐ
三
位
と
な

っ
た
要
因
と
し
て

一　

平
成
二
十
年
度
の
米
の
単
価
が
上

が
り
、
水
田
面
積
が
多
い
茨
城
県
に

有
利
に
働
い
た

二　

茨
城
県
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か

ら
、
完
全
に
立
ち
直
っ
た

三　

茨
城
県
の
主
要
な
野
菜
が
高
値
で

あ
っ
た

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

新
た
な
総
合
計
画
と
し
て

一　

園
芸
振
興
の
た
め
の
施
設
化
、
力

強
い
産
地
づ
く
り
の
推
進

二　

販
売
額
三
千
万
円
以
上
の
企
業
的

経
営
体
や
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確

保
・
育
成

三　

県
産
農
産
物
の
魅
力
発
信

な
ど
、
二
位
奪
還
に
向
け
、
農
業
者
や

関
係
団
体
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

開
催
が
間
近
に
迫
っ
た
中
で
、
両

大
会
の
成
功
に
向
け
た
知
事
の
決
意
は

ど
う
か
。

　

ま
た
、
県
は
国
体
の
成
功
に
向
け
会

場
地
市
町
に
対
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な

支
援
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　
　

全
国
か
ら
訪
れ
る
す
べ
て
の
皆
様

を
、
「
最
高
の
笑
顔
」
「
心
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
」
で
お
迎
え
し
、
夢
と

感
動
に
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
大
会
を
実

現
し
て
い
く
。

　

県
で
は
、
会
場
に
な
る
市
や
町
に
対

し
、

一　

競
技
大
会
運
営
経
費
に
対
す
る
助

成
制
度
の
拡
充

二　

お
も
て
な
し
や
地
元
の
魅
力
発
信

に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助

な
ど
の
支
援
を
す
る
。

　
　

県
は
教
職
員
の
手
厚
い
配
置
、
少

人
数
学
級
の
促
進
、
教
育
費
父
母
負
担

の
軽
減
や
学
校
施
設
及
び
特
別
支
援
教

育
の
充
実
な
ど
で
思
い
切
っ
た
前
進
を

図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
（
仮
称
）「
千
葉
県
教
育
振
興
基
本

計
画
」
で
は
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
や

少
人
数
学
級
の
推
進
、
意
欲
あ
る
生
徒

へ
の
修
学
支
援
、
校
舎
等
の
耐
震
化
の

推
進
、
特
別
支
援
学
校
分
校
・
分
教
室

等
の
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
を
掲
げ
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

◆
平
成
二
十
二
年
度
予
算
関
係
（
二
十
四
件
）

　

▽
一
般
会
計
（
一
件
）

　

▽
特
別
会
計
（
二
十
三
件
）

◆
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
関
係
（
二
十

四
件
）

　

▽
一
般
会
計
（
二
件
）

　
　

特
別
会
計
（
二
十
二
件
）

◆
条
例
の
制
定
（
五
件
）

　

▽
千
葉
県
医
師
修
学
資
金
及
び
看
護
師
修

学
資
金
特
例
貸
付
条
例

　

▽
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
営
農

用
地
整
備
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例

　

▽
千
葉
県
林
地
開
発
行
為
等
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例

　

▽
印
西
市
、
印
旛
村
及
び
本
埜
村
の
合
併

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例

　

▽
知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
の
特
例
に
関

す
る
条
例
（
継
続
案
件
）

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
十
九
件
）

　

▽
千
葉
県
職
員
定
数
条
例

　

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

▽
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　

▽
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例

　

▽
千
葉
県
特
別
会
計
設
置
条
例

　

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

　

▽
千
葉
県
袖
ケ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

▽
千
葉
県
自
治
体
病
院
医
師
確
保
研
修
資

金
等
貸
付
条
例

　

▽
千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例

　

▽
千
葉
県
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
国
際
展
示
場
設
置
管
理
条
例

　

▽
千
葉
県
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
設
置
管
理

条
例

　

▽
千
葉
県
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル
設

置
管
理
条
例

　

▽
千
葉
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
条
例

　

▽
千
葉
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
設

置
管
理
条
例

　

▽
千
葉
県
立
都
市
公
園
条
例

　

▽
千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例

　

▽
千
葉
県
警
察
基
本
条
例

　

▽
千
葉
県
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

　

▽
千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

◆
そ
の
他
（
二
十
九
件
） 

　

▽
千
葉
県
行
政
に
係
る
基
本
的
か
つ
総
合

的
な
計
画
の
策
定

　

▽
千
葉
県
行
政
に
係
る
基
本
的
か
つ
総
合

的
な
計
画
の
廃
止
（
二
件
）

　

▽
市
村
の
廃
置
分
合

　

▽
契
約
の
変
更

　

（
三
面
へ
続
く
）

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案

農

業

総

合

計

画

医

療

不
正
経
理
問
題

福

祉

産

業

振

興

教

育

雇

用

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
・

ゆ
め
半
島
千
葉
大
会

か
ず
さ

ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

ホーム
ページ

http://www.pref.chiba.lg.jp/
gikai/index.html

インターネット中継インターネット中継
　本会議等の様子をインターネ
ットにより、ライブ中継と録画
中継で公開しています。録画中
継は、当日の本会議等が終わっ
てから2日程度（土・日・祝日
を除く）で、ご覧いただけます。
　千葉県議会ホームページから
アクセスできますので、ぜひご
利用ください。
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